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       20２２～２３年度   Ｄ-2700  No. ２０  202３年２月３日 

小倉ロータリークラブ 週報 
 

 

ＲＩﾃｰﾏ：“イマジン  ロータリー”  
ＲＩ会  長：ジェニファー・ジョーンズ 氏 

(所属：カナダ/ウィンザー・ローズランドRC)  

地区ﾃｰﾏ：“ロータリー、継続活動と変化 ”   

 地区ｶﾞﾊﾞﾅｰ：西島 英利 氏(所属：小倉南RC)  

ｸﾗﾌﾞﾃｰﾏ：“エターナル ロータリー ”  
会長 坪根 悟郎 ／ 幹事 高山 定典  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松本 篤 副会長 

非常に残念な現実ですが、本村道生会員の訃報に接

し、驚きと悲しみを深くしておられる会員も多数おら

れるのではないかと思います。本村会員は、1974 年 3月

に入会され、ロータリアンとしてほぼ半世紀過ごされ、

ミニ会員名簿トップをかざる最年長会員でした。当然、

ロータリアン歴 16年目の私なんぞは、本村会員からす

ればまだまだひよっ子なのですが、私が次年度会長を

お引き受けするにあたり、その旨を本村会員にご報告

した際には、「地元の会員が団結してクラブの執行を担

うことによって、特に転勤族の会員が、クラブを通じて

北九州での生活がより有意義になるようしっかりと活

動していきなさい。応援するよ！」との、とても心強い

アドバイスをいただきました。このアドバイスをあら

ためて胸に刻むとともに、本村会員に対し心よりご冥

福をお祈り申し上げます。 

さて、先週土曜日の IMに参加された皆さん、特にパ

ネリストとしてステージにご登壇された杣会員、豊川

会員は大変お疲れ様でした。IM のパネルディスカッシ

ョンの際に、地区主催の研修や委員会の招集が最近特

に多すぎるとの発言がございましたが、その一つとな

るロータリーリーダーシップ研修会（通称 RLI）が今月

から始まっています。この研修会は、主に次年度会長幹

事やガバナー補佐を対象としたもので、今年は、福岡市

東区の立花高等学校において集合型での開催となって

います。開催回数は 3回で、日曜日の朝 9時半から夕方

5 時頃まで、グループ分けをして、ディスカッションリ

ーダーの進行によるディスカッションを中心とした眠

れない研修です。私と宮島さんの二人が、足取りはとー

っても重いのですが頑張って出席しています。さらに、

3 月に開催予定の会長エレクト研修会（通称 PETS）は、

1 泊 2日での開催予定と伺っています。これも正直気が

重いのですが、しっかり吸収して会員の皆さまにフィ

ードバックしていきたいと考えております。引き続き

皆さまのご協力をよろしくお願いいたします。 

 

              高山 幹事 

・本日、BOXに新会員の名簿シールを入れておりますの

で、お持ちのミニ会員名簿にお貼りください。稲原名誉

会員のシールは4ページの名誉会員の箇所に貼ってい

ただき、他3名のシールは、40ページ以降の白紙部分に

お貼りください。 

例会場 リーガロイヤルホテル小倉 TEL０９３(５３１)１１２１                ≪報告に関して、敬称略≫ 

例会日 毎週金曜日 １２：３０～１３：３０        事務局e-MAIL : kokura@2700rid.com 

事務局 北九州市小倉北区浅野2-14-2 ﾘｰｶﾞﾛｲﾔﾙﾎﾃﾙ小倉2F  TEL(５３１)１７２７ FAX(５２２)４３３３ 

クラブ会報委員会 委員長：竹中 休義       副委員長：藤澤 修司 

委 員：合馬 誠一、田中 幸一郎、雲田 昭慶、傍示 文昭、西東 大、伊藤 泰 

四つのテスト 1.真実かどうか 2.みんなに公平か ３.好意と友情を深めるか 4.みんなのためになるかどうか 

            

    

表紙写真(節分祭) 

福は内鬼は外。恵方は南南東。 

【写真撮影：高山定典 会員／八坂神社(小倉北区)にて／令和5年1月25日】 

 

本日の例会 第３５４０回 

・国歌斉唱 

・ロータリーソング “2700 のマーチ” 

・IAC 卒業生表彰    

第３５３９回 例会 記録 

 
１月２７日(金)  普通例会 

・ロータリーソング “四つのテスト” 

・優良従業員表彰    
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地久里斉之  天ヶ瀬洋正   

竹中 休義  上野 禮一 

小嶋  慶  安田堅太郎 

井出 智幸  瓜生 資識    

村上 充生  三角 勝信   

嶋岡 浩之   

 

 

 

 

 

・既にメールにてご案内しておりますが、2月17日の例

会は夜間例会クラブ・フォーラムを開催いたします。ク

ラブ・フォーラムは、奉仕理念やクラブ管理運営、委員

会活動などの問題点について、自由に意見を述べ合う

討論会です。事の白黒をつけたり、敢えて結論を導き出

す必要はない、とされています。今回は、「ロータリー

財団補助金を使った活動を考える」をテーマにいたし

ました。忌憚のない意見交換をしていただければと思

います。どうか多数のご出席をお願いいたします。 

          上野 副委員長

2022年 7月 1日：68名でスタート  
会員数 出席者数 ﾒｰｸｱｯﾌﾟ 出席率 

当日の

出席 71 名 43 名 ― 71.67% 

先週の

出席 72 名 23 名 31 名 
84.38% 
修正後 

◆ゲスト     1名 (優良従業員表彰者) 

◆ビジター    0名 

 

 

親睦活動委員会 伊藤 委員 

 

 

 

 

 

 

          

クラブ会報委員会           竹中 委員長 

『ロータリーの友』1月号のご紹介です。 

◎祝！『ロータリーの友』創刊 70 周年 

「親愛なる日本のロータリー会員の皆さまへ」 

ジェニファー・ジョーンズ RI会長 

横組み P.2〜P.5 

◎【特集】 職業奉仕月間

「Rotarian’s PRIDE」 

－私のプライド、その仕事－ あな

たが「つくっている」ものは？ 

横組み P.11〜P.21 

◎【特集】『ロータリーの友』創

刊 70周年特別企画「バックナンバ

ーでたどる『友』70年」 

横組み P.30〜P.39 

◎「SPEECH」 

「人間と AIが共生する職業の近未来のカタチ」 

コメンテーター・村山恵一氏の講演趣旨 

縦組み P.4～7 

◎「この人訪ねて」 

電子フォント制作販売 坂口茂樹さん（宮之城 RC） 

縦組み P.9～12 

 

 藤澤 副 SAA 

18,000 円 ：累計金額 249,758 円 

杣  巖 君 

ニコニコは、IMにて 80歳になり初めてのパネラーと

して素晴らしい経験をさせて頂きありがとうございま

した。しかし、冷や汗ものでした。一方、初理事会、例

会を体調不良のために、早朝清掃まで欠席し、また本日

も早退のためペコペコです。 

荒木 英生 君 

 年末の春秋会では右に左に飛び散るボールを探して

いただき、同伴の皆さまありがとうございました。後半

は、心を入れ替えて大波賞をいただきました。なくした

以上のボールが賞品でニコニコです。 

豊川 智彰 君 

先日は IMにて、恥ずかしながらパネラーを務めさせ

て頂きました。素晴らしい経験でした。ありがとうござ

います。 

竹中 休義 君 

選抜女子駅伝 北九州大会の応援ありがとうござい

ました。高校女子に負けそうでしたが 2 位でございま

した。 

吉村 隆 君 

 昨年 12 月 18 日の春秋ゴルフコンペ、ハンディに恵

まれ優勝できました。ありがとうございました。 

傍示 文昭 君 

来月 25 日に「LBS フォーラム㏌北九州」を開催しま

す。当クラブの遠藤会員も登壇されます。LIVE 配信も

します。よろしくお願いします。 

山根 映子 君 

 息子が成人式でした。反抗期がひどく家中穴だらけ

ですが、大学で家を離れ、少しは親のありがたみが分か

ったのか、感謝の言葉を言われて涙です。 

１月 

Birthday 

おめでとうございます 



3 

 

    

住友生命保険相互会社  

エグゼクティブコンサルタント  田中  敦子 氏 

 

私は短大卒業後、大手証

券会社に事務として入社

し、2 年勤務した後、結婚

して証券会社を退社しま

した。その後主婦をしなが

ら区役所の課税課でアル

バイトをしていたのです

が、その一環で確定申告時

期に税務署に派遣される

ことになりました。その後、

正式に税務署のアルバイ

トとして採用されました。申告書のチェックをしてい

るうちに、いつの間にか税金の仕組みがわかるように

なりました。税務署での経験とその時にいただいたご

縁は、今の仕事でも大いに活きています。 

住友生命では、昨年で勤続 35 年になりましたが、入

社のきっかけは、昭和 62年に子供が幼稚園に入園した

タイミングで、住友生命の営業職員の大先輩のお誘い

でした。入社後の最初の研修では、生命保険に関して知

らないことばかりで、学生に戻ったようで座学が楽し

かったのを覚えています。その後、現場での営業は、当

然大変なこともたくさんありましたが、頑張ればその

分お給与に反映されるうえ、時間の使い方も自分次第

という点は、小さな子供がいた当時はとてもありがた

いものでした。また、先輩が大きな契約をどんどんいた

だいている姿をそばで見ることが出来、「いつかは会社

のトップの方にアタックできるようになりたい」と早

い段階で目標を持つことが出来ました。 

入社 6 年経った頃に新人の教育担当スタッフに任命

され、4 年半指導役を務めました。その時に私自身が学

んだことがあります。「目標を持つ」ことがいかに大事

か、ということです。会社からこう言われた、こうした

らお給料が上がると言われた、という受け身なもので

はなく、自分自身が納得して自分が真にこうしたい、こ

うなりたいと思えた時、人は本当に強くなれます。その

目標を達成するために知恵や工夫が湧いてきます。わ

からないことについても積極的に質問します。そうな

ると周りのマイナスの雑音も聞こえません。そうして

目標を達成していく新人さんと共に過ごせたことで、

何より私自身が成長できました。また、当時は一般的で

はなかったファイナンシャルプランナーの資格を通信

教育で早い段階で取り、税務や経理処理について学び

ました。入社後 10年以上かかりましたが、目標を持っ

て知識を身に付け、経験を積むことで、法人様への保険

提案につながりました。今では大変ありがたいことに、

一度ご契約いただいた社長様からのご紹介や追加のご

契約も定期的にいただけるようになりました。また、

色々な会合にもお誘いいただき、多くの方との出会い

に大きな喜びを感じております。 

皆さまご存じのとおり、生命保険業界は大変離職率

の高い業界です。5年後の在籍率が 25％と、一般企業の

平均の 40％には遠く及ばないという状況の中で私が 35

年間勤められている理由は、ひとえにお一人お一人の

お客さまに支えられているからではありますが、さら

に「こうなりたいと想い続けること」が出来たからだと

思います。また、35 年間営業職や指導職をする中で感

じたことは、相手に対して「ある心」も「ない心」も必

ず伝わる、ということです。特に経験豊かな経営者様の

目はごまかしが効きません。常に全力で、仕事の場面で

は手を抜くことなく、楽しむ場面ではとことん楽しみ、

そうしていく中で私自身を受け入れていただく。これ

を繰り返した結果、住友生命で全国 3 万名ほどいる営

業職員のうち、数名しかいない「エグゼクティブコンサ

ルタント」という特別な資格を頂戴しました。安心を売

っている我々ですが、形のない商品です。担当させてい

ただく私自身をすなわち付加価値として提供できるよ

う、今後も日々精進してまいりたいと思います。 

最後に会社の PRも兼ねてですが、現在住友生命では

「健康増進型保険 Vitality」という新しいカタチの保

険を発売しており、今年の 7月で丸 5年になります。あ

りがたいことに昨年契約 100 万件を突破し、日本サー

ビス大賞の「優秀賞」ならびに「審査員特別賞」をダブ

ル受賞しました。生命保険では初の受賞です。Vitality

という健康増進型プログラムは、今までの生命保険の

「リスクに備える」という考え方から進化し、「リスク

を減らす」というプログラムです。人生 100年時代が訪

れようとしている中、お客さまお一人お一人の健康増

進活動をサポートさせていただき、地域の健康寿命の

延伸に一役買いたいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回例会予告 

2 月 17 日（金） 夜間例会 

・ロータリーソング “我等の生業” 

・クラブ・フォーラム 

 


